













































































































































































扱うセンター職員に対し､平成 21年 3月より年 2
回の血液抗体検査を行い､動物由来のアレルゲン抗
体の有軽を調査している｡過去 2匝Iの検査結果を示
す (衣 1)｡飼育頭数が多く､日頃より抗原に暴露さ
れる機会の多いマウスに対 して､陽性反応を示す職
員が多かった｡また､複数の勤物種に陽性の職員も
いた｡また抗体検査の他に､センター職員全員につ
いて､健康状態 ･アレルギー症状の有無 ･防御具の
使用状況を毎日確認しており､何らかのアレルギー
症状が見られた職員及び高い陽性反応が出た職貝に
表 1 センター職貝の動物アレルギー検査による
陽性者数
実施項目 H21年9月実施 H22年3月実施
イヌ皮層
モルモット上皮
家兎上皮
ハムスター上皮
ラット
マウス
2 2
2 2
1 1
1 1
2 2
3/10名 4//9名
年 2lnL 血液抗体検査を実施しているCマウスに
対して､陽性反応を示す職貢が多かった｡
ついて､健康状態 ･アレルギー症状の有無 ･防御具
の使用状況を毎日確認しており､何らかのアレルギ
ー症状が見られた職員及び高い陽性反応が出た職員
については､業務分IEl_の割 り当てを考慮 し､飼育室
内-の入室を控えさせている｡さらに､ハー ド面の
対策として､動物飼育室に光触媒空気浄化装置を設
置し､アレルゲンの発生を防止する措置を執ってい
る(図5)｡これにより飼育ラック内の汚れた空気は､
集塵フィルター .光触媒フィルターおよび活性炭フ
ィルターで､臭いとアレルゲンが効果的に除去され､
飼育重内に還元されているo
図5 光触媒空気清浄装置
集塵フィルター ･光触媒フィルター ･活性炭フィ
ルターのはたらきにより､臭いとアレルゲンが効果
的に除去されるO
今後の展望
当センターは改修後およそ 3年が経過したが､現
在のところ､新規SPFエリアを含めた仝エリアで清
浄かつ適切な維持管理ができていると考える｡しか
しながら､今後は､より長期的な視点から､施設の
老朽化に伴った管理方法の改善が求められている｡
さらに､施設の維持管理の他に､生殖工学技術を習
得し､実験動物に関する技術面での利用者へのサポ
ート体制を整えていきたい｡
実験動物施設が機能を十分に果たすためには､微
生物統御･衛生管理の他にも､付帯設備の保守点検､
空調管理､飼育管理､並びに事務処理を含めた管理
体制の全てを相互に調和させる必要がある｡我々は､
設備の適切な運営を通して､本学動物実験成績の精
度 ･再現性を維持 し向上させることを日々目指して
いる｡
